
　１．適用

この仕様書は、次の環境汚染地域にパッケージエアコンの室外ユニットを据付ける場合に適用されます。

１）適用機種　：ＰＵＤ-Ｐ＊＊＊(Ｓ)ＣＭ－Ｅ形

：ＰＵＤ-Ｐ＊＊＊Ｖ(Ｓ)ＣＭ－Ｅ形

：ＰＵＤ-Ｐ＊＊＊(Ｓ)ＣＭＤ－Ｅ形

：ＰＵＤ-Ｐ＊＊＊Ｖ(Ｓ)ＣＭＤ－Ｅ形

：ＰＵＤ-ＲＰ＊＊＊ＶＣＭ－Ｅ形

：ＰＵＤ-ＲＰ＊＊＊ＣＭ－Ｅ形

２）適用環境　

防蝕仕様  ①配管のロウ付けに用いたロウ材  硫黄系ガス雰囲気等のある地域

 　のリンが侵されるのを防止 　①化学・薬品工場

 ②アルミフィン腐食防止 　②工場、学校等の実験室で硫黄系

　　薬品を使用する場所

　③都市公害他

　　（車の排ガスの影響のある場所）

重防蝕仕様  ①配管のロウ付けに用いたロウ材  上記よりさらに酸、アルカリ雰囲気の

 　のリンが侵されるのを防止  ある地域

 ②アルミフィン腐食防止 　①下水処理場

 ③外装パネル部の防錆力強化 　②動物飼育室

　③メッキ・エッチング工場等

　２．留意事項

防蝕・重防蝕仕様を使用した場合でも腐食・発錆に対して、万全ではなくパッケージエアコンの設置や

メンテナンスに対し、次の事項に留意願います。

１．硫黄系ガス、酸及びアルカリ雰囲気に過度に直接さらされる場所へ設置しないでください。

２．室外ユニット外装パネルに付着した塩分等の雨水による洗浄効果を損なわないように、日除け等は

　　取付けないでください。

３．室外ユニットのベース内への水の滞留は、著しく腐食作用を促進させるため、ベース内の排水性を

　　損なわないように水平に据付け願います。

４．特に海岸地帯への据付品については、付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってく

　　ださい。

５．据付時・メンテナンス時に付いた傷は、補修をしてください。

６．機器の状態を定期的に点検してください。（必要に応じて再防錆処理や、部品交換を実施してくだ

　　さい。）
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　３．仕様一覧

ベース組立 ベース

ベース

アシ

正面パネル

ハシラ

圧縮機カバー

フィンガード

ファンガード

プロペラファン

送風機台

熱交換器 フィン

配管（ロウ付け部）

制御箱 外装

パネル

プリント

基板

圧縮機

パネル固定ネジ

１０μｍ以上(配線間隔が狭い部分のみ) １０μｍ以上（全面）

ポリエステル樹脂

エポキシ樹脂

ポリウレタン系樹脂

－

－ ７０μｍ以上

３μｍ以上

－ 二液性常温乾燥形銀色エポキシ樹脂

－ ２０μｍ以上

７０μｍ以上

表:４５μｍ以上,裏:３５μｍ以上

－ ポリエステル樹脂

－

溶融亜鉛メッキ鋼板

－

－

アクリロニトリル・スチレン樹脂

－
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５μｍ以上

圧延鋼材

フェノール変性フタル酸樹脂

１５μｍ以上

ネジ用鋼材

亜鉛－ニッケル合金メッキ＋ジオメット処理

溶融アルミ・亜鉛メッキ鋼板

－ ６μｍ以上

セルロース系・ウレタン系樹脂＋アミノ・アルキド樹脂

リン銅ロウ

溶融亜鉛メッキ鋼板

リン銅ロウ

－ アミノ・アルキド樹脂

－

－

アルミニウム

－ ７０μｍ以上

３００μｍ以上

耐候性ポリプロピレン樹脂

－

軟鋼線

耐候性ポリエチレン樹脂

－

溶融アルミ・亜鉛メッキ鋼板溶融亜鉛メッキ鋼板

表面処理

表面処理

膜厚

素材

表面処理

膜厚

素材

膜厚

ヘッダー･

Ｕベンド部

(ﾛｳ付け部)

膜厚

素材

表面処理

膜厚

膜厚

素材

素材

表面処理

表面処理

膜厚

素材

表面処理

素材

表面処理

膜厚

素材

膜厚

素材

表面処理

膜厚

表面処理

膜厚

素材

表面処理

素材

表面処理

膜厚

素材

７０μｍ以上

合金化溶融亜鉛メッキ鋼板

表面処理

膜厚

膜厚

素材

表面処理 ポリエステル樹脂

ポリエステル樹脂

３０μｍ以上

膜厚

素材

プレコート鋼板

素材

表面処理

膜厚

素材

合金化溶融亜鉛メッキ鋼板

７０μｍ以上

合金化溶融亜鉛メッキ鋼板

表面処理

重防蝕仕様

ポリエステル樹脂

仕様

ポリエステル樹脂

防蝕仕様標準仕様部品
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